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質 疑 要 旨 要 答 弁 者 

１ 知事の政治姿勢について 

 (1) 知事就任後の３年３か月をどのように振り返るのか。 

 (2) 県民との向き合い方として、どのようなことに意を用いてきた

のか。また、県民の声を丁寧に聞くことについて、どの程度実現

できたと自己評価しているのか。 

 (3) 議会、各会派、各議員とどのような姿勢で向き合うことを心が

けてきたのか。 

 (4) 県職員の仕事ぶりについて、どのように評価しているか。 

 (5) 災害対応等が続き勤務環境が厳しい中、任命権者として、職員

の命と生活を守るため、どのように配意してきたのか。 

 

２ 地震被害想定の見直しと防災対策について 

(1) 市町別の最大震度推計値の地震が発生した場合、旧耐震基準の

建築物は、揺れによりどのような被害を受けるのか。 

 (2) 冬季に発生する森本・富樫断層帯を対象地震とした揺れによる 

建物被害予測結果で示された被害棟数について、木造、非木造の 

区分と１９８０年以前に建築された建物の割合を聞く。 

 (3) 住宅耐震改修補助のこれまでの実績を聞く。 

(4) ６月補正予算案の住宅耐震化促進事業の拡充について、対象と

なる家屋は何棟あるのか、耐震化率の目標と併せて聞く。 

(5) 住宅の家具固定率の目標について聞く。 

(6) 能登半島地震で半壊以上となった建物のうち、空き家の棟数を 

把握する必要があると考えるが、所見を聞く。 

(7) 市町から勧告を受けた管理不全空家および市町の取組により除 

却等された管理不全空家と特定空家の棟数を聞く。 

(8) 管理不全空家に対する勧告を積極的に実施し、固定資産税の住 

宅用地特例を解除することで、除却を含め健全な管理を促すよう、 

県と市町が連携して推進すべきと思うがどうか。 

(9) 非住家で非木造の建物の耐震化や建替えの促進について、これ 

 までどのように取り組んできたのか。 
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この質疑要旨は、６月１８日午後４時５５分に取りまとめたものです。 
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 (10) 県と市町、地元金融機関が連携して新たなファンドを設立し、 

非住家で非木造の建物の耐震化や建替えへの出資や貸付けを行 

う仕組みの構築を検討してはどうか。 

 (11) 直近の職員、県民が利用する旧耐震基準で耐震診断未実施の 

建物の棟数を聞く。 

(12) 文化観光スポーツ部、商工労働部を除く部局が所管する旧耐 

震基準で耐震診断未実施の建物のうち、年間利用者が１万人を 

超える施設名と直近の年間利用者数、竣工年月日を聞く。 

(13) 職員、県民が利用する旧耐震基準で耐震診断未実施の建物の 

  うち、職員用住宅や宿舎は何棟あるのか。 

(14) 年間利用者が１万人を超える施設や職員用住宅、宿舎は早急 

  に耐震診断を実施し、耐震化や建替え、施設を廃止することで利 

用者の命を守ることが県の責務と考えるがどうか。 

 

３ 超高齢社会における移動手段の確保について 

(1) 能登地域公共交通計画の第２次計画策定にあたり、協議会に労

働組合の代表者が参加することが必要と考えるが、所見を聞く。 

(2) 交通弱者の移動手段が脆弱にならないよう、運転者の確保に向

けた施策の拡充が必要と考えるがどうか。 

(3) 交通安全白書によると、令和５年の８０歳から８４歳及び８５

歳以上の運転免許人口１０万人あたりの交通死亡事故件数は、そ

れぞれ全年齢層の件数より多いが、本県も同様の傾向にあるのか。 

(4) 本県のサポートカー限定免許の取得者数を聞く。 

(5) サポートカー限定免許の取得促進に向け、免許の更新手数料や

講習手数料の補助など、知事部局として積極的に取り組む必要が

あると考えるが、所見を聞く。 

(6) 高齢者の近隣への移動手段として、ミニカーや側車付二輪自動

車などの超小型車両の有効利用を検討してはどうか。 

(7) 超小型モビリティやミニカー、側車付二輪自動車・原動機付自

転車を電気自動車等購入促進事業費補助金の対象に加えるよう再

検討してはどうか。 
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４ いしかわエンゼルプラン２０２５について 

 (1) 不妊治療には保険適用の回数制限があるが、適用回数終了後の

治療に対する助成制度を導入してはどうか。 

 (2) 子ども・若者の意見を施策に反映するため、今年度は具体的に

どのような取組を実施するのか。 

 (3) 令和１１年度までに「子どもは権利の主体であると思う県民の

割合」を１００％とする目標の達成に向けた知事の決意を聞く。 
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この質疑要旨は、６月１８日午後４時５５分に取りまとめたものです。 


